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宇宙を観る，人生を観る　　　　随筆
山　　本　　一　　清
◇先月末以來ドイツとボ1ランドとの間に早筆が起り，更に其の後の昏夢は三
景等の苛々も立ち上ったので，或は第二の世果大回にまで嚢沖するかも知れな
い．世界文化獲蓬のためには甚だ遺憾なことであるが，止むを得ない．前の世
界大挙の創疲未だ癒えす，國際天文同盟には今省ほドイツ國の加入が實現して
みないが，最近年は紫野と他の各國との學的關係も，頗る好調に行ってみたの
に，今回の大戦齪再獲によって學術上の國際連繋は叉々30年ばかりも遅れるこ
とになるだらう．目下ドイツ軍が侵入してみるポ1ランドには大小20ケ所ばか
りの天文毫があり，中にもワルソ1，クラカウ，ポヅナン，ヰルナ，ルヲ1等に
は相當な設備もあり，優秀な三者も多い．現に八月二十四日まではりゴV1彗
星の測微槻測をポヅナン天文豪では行ってみたとV・ふ正式報告まで來てるる．
しかし，此等も今は皆多分軍陣中にあって，天文研究などは想、ぴも及ばないで
あらう．しかし今画の如き飛行機職の時代には，ドイツの奥地でも，又は英國
や佛國の何所でも爆撃される恐れがあるので，グリニチ，パリ，ベルリンあた
りの天文豪でも皆望遠鏡を一室室内に片づけ，學者たちも逃げ出してみるだら
うと思はれる．從って，今日樹ほ研究観測に二二のあるのは，我が日本を始め
イタリ1，米國，ペルギ1，オランダ，スエ1デン，ノルエ1，デンマルク等
の所謂“中立國”ばかりであっる．
???◇國家肚會の非常時局に當り，國策途行上，
　（1）経濟生活の合理化を期し，電力や諸種の動力の節約は愚か，紙一枚でも
徒費を許さない今日である故に，
　（2）精紳総動員の徹底と強化とのために，
　（3）富民各自の罷位向上のために，
一刻の猫飴なく，EP刻，日光節約注を實施することが望ましい．其の方法は吾
等が急報291，295，297號で主張せる如く，只，日本の標準時を一時間だけ早
2 字三々槻る，人生た槻る 天工28
めるのである．即ち，公私一般の時計の針を一時間だけ進めれば好V・のであっ
て，其のまS一年間ぶつ通すのである．
　決して之れは欧米式の夏期時刻制と同じではない．既に滞洲國，墓濁，支那
新政三等に於いて實施し，良好威績を暴げてるる通りである．眞に，マジメに
國家の非常時三三を考へる者は，迷はす，惑はす，此の主張を實現せよ．
　實施に経費は不用なり．只，一ケの法令稜布のみにて足る．．
◇去る八月10日，永く病んでみた母が死去したが，折から英子も五月以來の病
氣が癒えす，床の中にみたので，：取り敢へす密葬し，改めて九月24日に滋賀縣
の郷里で本葬を瞥んだ．此の前後に，本會の役員たちや，會員各位から邊られ
た御親切な弔鰹や弔電や慰問欣に閉しては深く謝意を表します．
　今まで母に：委せきりであった郷里の家財も，今は直接に管理しなければなら
ないことになり，自然，この夏以來，自分は京都と郷里との問を往復すること
が頻繁となり，家事の要務上，郷里に滞留することも多くなった．母の在世中
は公私の用事に追はれて，一年に一度ぐらみしか三省しなかったのであるが・
此の頃のやうに，少年時代からの久しぶりで郷里に日を過して見ると，今更，
驚くのは我が郷里の晴れた星室の美しさである．幸ひ郷里には16センチ級の反
射鏡を備へてるるので，今後は若干の槻測を置馨したV・と思ふ．
◇黄道光の本田實君が兵役服務中の所，去る十月13日除隊となり，16日わざわ
ざ京都の宅へ來訪された．本入のためにも，本誌のためにも喜ばしV・ことであ
る．瀬戸の観測所も，今後また活動ぶりを盛り返すことと思ふ，本田君は黄道
光と太陽黒貼と爾：方面の研究を素行したV・希望を漏らしてみる．たのもしいこ
とである．（10月20日）
本誌編輯上の規程墜更
　用紙節約の非常時國策に準じ，なほ且つ，点画机上に山積する原稿をなるべ
く多く掘面するため，本誌は無品より編輯方法を多少墾更し，九ポイント活字
三十五字譜め三十五行組みを標準一頁とすることに改めた．之れにより從來よ
り二割以上の内容充實となるわけである．（編輯係）
　　　　　　　　　移轄の御知らせ
小生は今般下記へ移縛しました．
　　　　　　　ヒラノミヤキタ　京都市上京匡平野宮北町52電話酉r・1「④5029番
爾ぼ，二分の間，書庫整頓のため，嬰々，下記へ鮎省します．
　　　　クリク　　　カモクノ　カこ　　　　　　　キリウ　　滋賀縣栗太郡上田上村大字桐生第289酎也　　　山本一清
